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 本日は大きく三つのパートに分けてお話しいたしま

す。まず、RefWorks が考える文献管理について、そ

して RefWorksを実際にお客さまにどのようにお使い

いただいているかという利用の実態について、そして

最後に、そのベースとなる RefWorksの機能について

詳しくご紹介したいと思います。 

 

文献管理の必要性 
 まず、少し広い視野で、一般論として現代における

文献管理の必要性について考えてみたいと思います。 

 今から 20 数年前に、外山滋比古先生が『思考の整

理学』という名著を書かれました。2010 年 2 月の大

学生協ランキングによると、東京大学、早稲田大学、

慶應義塾大学、大阪大学の 4大学で最も読まれた本と

なっています。1986年の時点でも外山先生は、情報の

整理、すなわち頭の中を整理して情報をためることは

とても大事であるとおっしゃっています。しかし現代

でも、実は学生は情報の整理に苦労しているのではな

いかということがこのランキングからも推察できます。

20 数年前と比べると情報量は格段に増えていますの
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で、学生の苦労もより増えているのは間違いないと思

います。外山先生は『思考の整理学』の中で、「情報の

“メタ”化」、「スクラップ」、「カード・ノート」、「つ

んどく法」、「手帖とノート」など様々なキーワードで、

情報をこのように整理したらうまくいくというお話を

失敗談なども交えて書かれています。例えば、新聞の

スクラップをし忘れてその記事がどこにあるか分から

なくなってしまったという例から、思考、情報を整理

することが大切だとおっしゃっています。 

 学生が情報整理に苦労しているのはおそらく本当の

ことであり、大学全体、お客様全体、機関全体という

組織単位でのまとまったサポートが必要ではないかと

思います。RefWorks は、インターネットにつながっ

ていれば、学内でも、学外でも、自宅でも、旅行先で

もお使いいただけます。また、一度ご契約いただくと、

その機関の方全員にお使いいただけますので、機関全

体でのサポートに大変適しています。 

 今の時代、やはりインターネットというキーワード

は外せません。インターネットと接続しない日はおそ

らくないでしょう。インターネットには膨大な情報が

ありますのでその情報を保存する必要性がありますが、

例えば、同じ検索をついつい何度もしてしまう、ある

いは同じ検索結果が常に得られないといったことを避

けるために、学習や研究の習慣を学生のときから身に

付ける必要性がありますし、情報を取捨選択して集め

た情報を管理する能力は不可欠です。以前は参考文献

をノートやカードで管理していましたが、RefWorks

はまさに「インターネット時代のノートやカード」と

いうイメージのツールです。 

 学生にレポートや論文を書かせると全くのコピー＆

ペースト（コピペ）をしたものがしばしば提出される、

ということをよく耳にします。もちろんコピペはいけ

ないと先生方は口酸っぱくおっしゃるのですが、講習

会などを通じて実際の声を伺うと、学生自身が引用の

仕方や参考文献リストの作り方をご存じないことが多

いようです。そのために、とても簡単にできるコピペ

を用いてレポートや論文を作ってしまうようです。こ

のような現状においては、RefWorks のような文献管

理ツールを、アカデミックライティングの訓練、習慣

付けのためにお使いいただくのが一つの方法ではない

かと思います。そうすることで、感想文からレポート、

そしてレポートから学術論文へという、良い流れが学

内にできるのではないでしょうか。 

 RefWorks は、もともと学部 3～4 年生、大学院生、

先生方など、論文をよくお書きになる方を支援するツ

ールだったのですが、最近では学部 1～2 年生からお

使いいただく例も出てきています。機関全体での学

習・教育・研究支援に大変有効です。 

 

パーソナル文献データベースを 
ウェブサイト上に 
 RefWorks はパーソナルな文献データベースをウェ

ブサイト上に作るもので、国内、世界の主要なデータ

ベースほぼ全てに対応しています（図 1）。書誌情報の

OPAC、データベース、E-Journal、E-Bookなどさま

ざまなリソースが図書館から提供されていますが、そ

こから書誌データを RefWorksのサーバに直接取り込

み、論文に書くために使っていただくツールです。 

 実際の画面を少しご紹介します（図 2）。弊社の

ProQuestというデータベースで「library information 

science」という検索式で検索したものです。検索結果

から必要な文献をクリックしてエクスポートというボ

（図 1）世界の主要なデータベース、ほぼ全てに対応 
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タンを押すと、RefWorksに取り込むことが可能です。

著者名は著者名、書名は書名という形で、レコードの

それぞれのフィールドに情報がきちんと取り込まれま

す。RefWorks へ初めてログインした際には画面に何

もレコードがありませんが、使い始めるとレコードが

ずらっと並びます。なおこのインタフェイスは、今年

8月から一新されたものです。 

 

RefWorksの利用動向 
 RefWorksは 2001年に開発され、10年たった現在、

全世界で 1300以上のお客さま、国内では 60以上のお

客さまにお使いいただいています。全ユーザ数と全文

献数の変化を 2007年と 2011年で比較してみると、い

ずれも2007年は少なかったものが2011年には増えて

います（図 3）。直近 4年の間でも、文献管理がより身

近になり、こうしたツールをよりお使いいただきやす

い環境になっているのではと思います。 

 

RefWorksの共有機能 
 RefWorks をご利用いただく中で、論文執筆のため

の引用、あるいは参考文献リストを作るというベーシ

ックな基本機能よりも、少し応用的な共有機能をお使

いいただく例がいくつか出てきました。この共有機能

についてご紹介します（図 4）。 

 先ほど、RefWorks のレコードが一覧で並ぶことを

ご紹介しましたが、例えば 3000 件を超えるレコード

を保管しているとやはり整理が大変ですので、フォル

ダに分けて管理していただくと大変有効です。学生で

したら授業の名前やゼミの名前、研究者でしたら研究

分野名などで自由にフォルダ分けができます。そのフ

ォルダを共有したいときに、RefWorks の共有機能を

使うことができます。 

 例えば、「図書館学」というフォルダを作ります。そ

のフォルダにカーソルを合わせ、ワンクリックするだ

けで共有させることができます。その際、RefWorks

がインターネットベースのツールである強みをフルに

生かし、メールでその URL を送るだけで共有できる

（図 2）実際の画面 

（図 3）RefWorksの利用動向 

（図 4）RefWorksの共有機能 
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ようになっています。「図書館学」というフォルダにも

個別の URLがありますが、これは Googleなどで簡単

に検索できるものではなく、とても長くて複雑なアド

ホックなものです。その URL をメールに明記して送

ります。もちろんこの URL をたまたま知ってしまっ

た人は誰でも情報を見られますので、文献情報を共有

する場合にはより注意を払っていただく必要がありま

す。 

 URL をクリックすると、RefShare という形で

RefWorks の共有画面を見ることができます。ここで

のポイントは、RefWorks の機関契約をされていない

方とも、RefShareの URLを送るだけで文献情報の共

有が可能になるという点です。 

 

共有機能活用例 
 この RefWorksの共有機能を使った例を三つ挙げま

す。 

 まず、国内の例を二つ挙げます。一つは、共同研究、

診療ガイドライン作成、科研費の研究など、横断的に

情報を共有されたい場合にお使いいただいている例で

す。RefWorks のレコードにはそれぞれフィールドと

いう項目があり、そこにはユーザフィールドという、

ユーザが自由に設定できるフィールドがあります。こ

れをカスタマイズすることにより、ニーズに適した

RefWorks の共有機能を使っていただけます。また、

文献レビューの際に RefWorksから出力したリストを

持ち寄って検討する、といった形でもお使いいただい

ています。このお客様は同時に、RefWorksと DSpace

という機関リポジトリをサポートするソフトウエアを

リンクしてお使いになっています。業績管理をする場

合に、DSpaceの情報をRefWorksにインポートする、

あるいは RefWorks からリンクリゾルバを介して

DSpaceへ情報を送るという使い方をされています。 

 次に、学生が所属するゼミでお使いいただいている

例です。例えば長期休暇の前に先生から、卒業論文に

向けた文献リストを作成するという課題が出されたと

します。その場合に、もちろん長期休暇中に先生とゼ

ミの皆さんが集まって検討するのも一つの方法なので

すが、RefWorks 上で文献情報を共有してブラッシュ

アップしていくという使い方もあります。RefWorks

の共有機能は、いくつか細かい設定ができます。「レコ

ードへのコメント掲載を許可する」をチェックすると、

コメントを付け加えることも可能です。アカウントの

IDとパスワードを共有すれば、文献リストを各々見な

がら、先生からコメントをもらったり、学生同士で情

報共有をすることもできます。現代の時代に即した、

時間や物理的な距離をセーブできる RefWorksの使い

方ではないかと思います。 

 次に、韓国の例です。こちらの使い方で面白いのは、

図書館員と教員の間で、文献のリクエストもリクエス

トへの回答も RefWorksの共有機能によって行われて

いる点です。これは今までにあまりなかった新しい使

われ方です。このように文献情報に限っては、学内の

図書館員、教員、学生がすべて RefWorksでやり取り

をするという使い方もあります。機関利用が可能な

RefWorksの強みをフルに生かした事例です。 

 また RefWorksは、機関が継続して契約されている

間は卒業生の方にもお使いいただけます。最近では、

卒業後に大学院に入られたり、社会人になった後に大

学院を目指される例もたくさんあると聞いています。

そのような皆さまも、卒業後も RefWorksのアカウン

ト情報は削除されませんので、RefWorks の文献情報

を引き続きお使いいただけます。このサービスもお客

さまに大変好評です。 

 

多言語対応 
 このような利用のベースとなる機能の特徴を、特に

日本という国、日本語を使う環境であるという点も踏

まえていくつかご説明します。 

 まず何より日本では、引用スタイルにおける多言語

対応が不可欠です。もちろん RefWorksそのもののイ

ンタフェイスのメイン画面は、日本語を含めて 9カ国

語に対応しています。ただ、文献管理をする場合に、

インタフェイスが必ずしも英語や中国語などに対応し
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ていれば良いというわけではありません。実際に、例

えば『図書館界』という学術雑誌の執筆要綱では、雑

誌論文を引用する場合、日本語のものと英語のもので

書き方が異なります（図 5）。「図書館ネットワークの

活用と授業実践」という書名を、日本語の場合はかぎ

括弧でくくりますが、英語の場合にはダブルクォーテ

ーションでくくります。ほかにも姓名の書き方などい

ろいろと区別があり、一つの学術雑誌の執筆要綱の中

に両言語のスタイルが共存している状況です。引用す

る言語別に異なる引用スタイルが求められるのが、日

本国内で RefWorksをお使いいただく際の実態です。 

 これをどのようにサポートしようとしているか、そ

の実例をWrite-N-CiteというWORDにアドインさせ

て RefWorksを使うツールを使いながらご説明しまし

ょう。論文を書く際にクリックして引用すると、誰が

書いた論文を引用したかが表示されます。そこで参考

文献生成というボタンを押すと、RefWorks が引用と

参考文献をきちんとリンクさせた形でリストを作成し

ます。言語をその都度選択しなくても、RefWorks が

きちんと判断して正しく作成します。文献管理ツール

を多言語に対応させるためには、このようなところを

細かくつくり込んでいかなければなりません。このよ

うに、RefWorks は言語別の引用スタイルにも対応し

ています。 

 

APIを公開 
 RefWorksは APIを公開していますので、RefWorks

のインタフェイスによらず RefWorksを使うことがで

き、文献情報を取り込むことが可能です。 

 具体的な例としては、イギリスのオープンユニバー

シティで RefWorksの APIをMoodleでご利用いただ

いているものがあります。Moodle とは、インターネ

ット上で授業用のウェブページを作るためのツールで

す。文献情報は増えたり減ったりして非常に流動性が

ありますので、文献情報専門のツールである

RefWorksを使って、Moodleと RefWorksの間で文献

情報をやり取りしています。つまり、Moodle 上に文

献情報を保管する必要がないわけです。これはMoodle

にとっても良いことであり、学生にとっても、学科別

あるいは専攻コース別の文献情報が容易に作成できる

ため、利用に大変適したものになっています。 

 

充実したカスタマーサポート 
 私どもは、カスタマーサポートを最も重視しており

ます。RefWorksはすでに 10年以上お客様にお使いい

ただいていますが、日本国内では私どもプロクエスト

日本支社と代理店である株式会社サンメディアが協働

してオンサイト講習会やオンライン講習会を多数実施

しています。春学期が始まる 4月と秋学期が始まる 9

月に実施し、多いときには 1日に数コマ行うこともあ

ります。ご契約いただいたその日から、基本機能や便

利な使い方を様々な形でご紹介しています。 

 また、アウトプットスタイルとして 3000～4000種

類ほどに対応しています。対応しているスタイルの中

にお使いになりたいものがない場合には個別に対応し

ています。もちろん無償ですので、追加費用などはか

かりません。すなわち RefWorksは、インタフェイス

は決まったものなのですが、その中身はお客さまのご

要望によってどんどんカスタマイズすることが可能だ

ということです。 

 また利用者の方からのご質問、お尋ねもたくさんい

ただきますので、世界中の RefWorksサポートチーム

（図 5）多言語対応 



 
インターネットベース学習・教育・研究支援ツール RefWorksのさらなる可能性 

National Institute of Informatics    第 2回 SPARC Japanセミナー2011  December 6, 2011 6

が 24 時間 365 日、ご要望にお応えする体制になって

います。また RefWorksの使い方については、YouTube

などにも随時アップロードして公開しています。 

 

RefWorksを学習・教育・研究の中心に 
 RefWorks が考える文献管理の姿をご覧いただくた

めに、RefWorks の機能と特徴を 1 枚のスライドにま

とめました（図 6）。私どもプロクエストでは、

RefWorks を文献管理という切り口からとらえた場合

の、機関全体におけるインフラのようなものととらえ

ています。各種データベースからデータを取り込むこ

ともできますし、PDFファイルやWORDファイルな

どを添付することもできます。編集可能な PDF ファ

イルであればその中の文言も検索でき、論文の全文

PDFファイルをRefWorksに保存するといった使い方

も可能です。 

 保管したデータをフォルダに分けて整理し、論文執

筆の際には引用や参考文献列挙に使う。また、共有や

公開の機能を使って文献管理情報を生かした共同研究

を行う。こうした学習・教育・研究の支援に RefWorks

を生かすということこそ、RefWorks の新しい使い方

なのではないかと思います。 

 最後に、RefWorksは IDとパスワードがログインの

ためには必須ですのでセキュリティは万全です。学内

からアクセスする場合は、図書館のページにある

RefWorks の画面から ID とパスワードを入れればお

使いいただけます。学外からアクセスする場合は、そ

れぞれのお客様固有のグループコードを入れたうえで

IDとパスワードを入れればお使いいただけます。もち

ろん iPhone・アンドロイド携帯などのスマートフォン

や iPad にも対応していますので、インターネットに

つながっているところであれば世界中どこからでもお

使いいただけます。 

 以上、RefWorksが考える文献管理、RefWorksの利

用実態、RefWorks がもつ機能についてご説明しまし

た。外山先生の『思考の整理学』で強調されている「情

報の整理」をするためのツール、そのインターネット

版、21世紀版がRefWorksなのではないかと思います。

今後とも末永く、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

●Ｑ１ 企業の者ですが、卒業生プログラムが適用さ

れたことによって、IDを持っている人が入社していま

す。企業は今、いろいろな意味でセキュリティを非常

に強化してさまざまな対応を始めている中で、誰が持

っているのか分からない ID があるのは結構警戒して

おり、簡単に言うと、これはおせっかいなサービスだ

と思っています。ここはトムソンさんと差があり、面

倒くさいからそのまま ID を使わせ続けさせているの

ではないでしょうか。また、大学側の視点に偏ったも

のであり、民間企業としては少し困ったものだという

話が出始めています。簡単に言うと、企業に ID を持

ち込まれたくないということです。 

 

●川畑 まず、手間がかかるからそのままにしている、

ということは全くありません。と申しますのは、卒業

生には使わせたくないというお客様も中にはいらっし

ゃいますので、そのような場合は、卒業した時点で卒

業生の IDとアカウントを削除することが可能です。 

 特に企業様がセキュリティに高い関心を持たれてい

ることは、私もお客様を回っていて強く感じることで

（図 6）RefWorksの機能と特徴 
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す。もちろん、IDやパスワードが漏れると情報が全部

筒抜けになるのは、インターネットに関わらず、この

電子情報社会では非常に注意しなければならない点だ

と思います。そのために、利用者画面とは別に管理者

画面があります。管理者画面から設定すれば、例えば

勝手にアカウントを作ってアカウントが乱立すること

を防ぐ、あるいは、決まったアカウントの方にしか ID

とパスワードを発行しないという形でユーザを管理す

ることができます。 

 

●土屋 会社が全員に向かって、IDを持ち込まないよ

うに言えばよいのではないでしょうか。サービスを享

受して喜んでいる人もいるので、それをするなという

のはかなり無茶な話のように思います。 

 

●Ｑ１ ID を持ち込まないようにとは当然言うので

すが、誰か分からないので難しいのです。会社によっ

ては、1 年くらいでそのサービスを切ってほしいと思

っているのです。 


